
鎌

倉

時

代

國

語

資

料

一
二

藤

枝

徳

三

内
題
に
釋
迦
如
來
念

誦
之
次
第
と
な

つ
て

ゐ
る
桝
形
本
の
眞
言

宗
の
佛
典
が
島
田
乾

三
郎
氏
架
藏
の
中
に

あ
る
。
表
紙
に
は
高

山
寺
の
藏
印
が
あ
る

外
奥
書
識
語
が
な
い

爲
に
書
寫
年
代
を
明

か
に
し
得
な
い
が
片

假
名

の
一體
及
字
音
國

語
兩
假
名
遣
の
點
か
ら
考
察
し
て
恐
ら
く
鎌
倉
初
期
を
さ
し
て
下

る
事
の
な
い
書
寫
の
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
字
體
は
主
と
し
て
片
假
名
を
用
ひ
て
あ
り
漢
字
に
さ
れ
た
文
字

は
極
く
僅
か
で
、
月
日
大
上
人
時
寸
心
等
そ
の
他
數
字
が
漢
字
書

に
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
出
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
と
所

々
悉
曇
文

字
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
京
都
帝
國
大
學
國
語
學
國
文
學
研
究
室
に

こ
の
佛
典

の
寫
し
が
架
藏
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
分
別
書
法

こ
の
書
で
先
づ
注
目
す
べ
き
は
分
別
書
法
が
取
ら
れ
て
ゐ
る
事
で

あ
る
。
眞
言
宗
の
如
き
密
教
に
片
假
名

で
書
か
れ
た
の
も
珍
し
い

が
分
別
書
法
に
な
る
と
新
興
佛
教
例

へ
ば
淨
土
宗
淨
土
眞
宗
の
も



の
に
見

ら

れ

る

が

、
眞

言

宗

に

は

稀

な

書

法

で

あ

る
。
即

ち
朱

點

で

四
聲

の
外

に
後

世

の
句

逗

點

に
當

る
箇

所

に
點

を

符

し

て

あ

る

の

が

そ

れ

で

あ

る
。

こ

の
佛

典

で

は

一
冊

全

部

に
亙

つ
て

施

さ

れ

て

ゐ

る

の
で

は
な

く
、
施

さ

れ

て

ゐ

な

い
部
分

も

あ

る
。
親

鸞

上

人

の

片

假

名

交

り
體

の
も

の
を
見

る
と

全

部

に
施

さ
れ

て

ゐ

る
。

こ
れ

は
上

人
御

自
身

の
目

的

が

衆
庶

に

讀

み

易

か

ら

し

め

ん

が
爲

に

こ

れ
と

云

ふ
法

則

も

な

く

分

別
書

法

を
施

さ
れ

て

ゐ

る

の
で

あ

る

が

そ
れ

は

上

人

の
心
持

と

し

て

施

さ
す

に

は

居

ら
れ

な

か

つ
た

の

で

あ

ら

う
。

こ
れ

に
封

し

て

こ

の
佛

典

に

は
施

し

て

あ

る

部

分

と

さ

う

で
な

い
部

分

と

の
あ

る

事

は

、

眞

言

宗

の
祕

密

を

重

ん

じ

か

か

る
書

法

を

潔

し
と

し

な

か

っ
た
爲

の
結

果

で

あ

ら

う

と

思

は
れ

る
。

舊

宗

派

と

新

興

佛

敏

と

の
取

つ
た

態

度

の
相
異

が

一
書

法

に

片

鱗

を

覗

か

せ

て

ゐ

る

樣

に

思

ふ
。
例

へ
ば

次

の
樣

な

例

が

あ

る
。

イ

ン
ヲ

・
ム
ス

ヒ
・
ヲ

ハ
テ

・
ク

ワ

ン

シ
サ

イ

ホ

サ

ツ

・
サ
ウ

カ
ウ

・

タ

ン

ゴ

ン

ニ

シ
テ

・
ナ

ラ

ヒ

ニ
・
ム
リ

ヤ

ウ

・
ク

テ

イ

ノ
・
レ

ン
ク

ヱ

フ

ノ

・
ク

ヱ

ン
ソ

ク

・
ヰ
ネ

ウ

セ
リ

ト
ヲ

モ

へ
・
ス

ナ

ハ
チ

・
シ

ン

コ

ン
ヲ

・
シ

ユ
ウ

シ

テ
・
イ

ン
ヲ

・
イ
タ

丶
キ

ノ

・
ミ
キ

ニ
・
ア

ン
シ

テ

・

ス

ナ

ハ
チ

・
サ

ソ

セ

ヨ

・
シ

ユ

シ
ヤ

ウ

ノ

・
ウ

ル

ト

コ

ロ
ノ

・
ホ

ウ

ハ
・
ス

ナ

ハ

チ

・
コ

ソ

・
コ

ケ

ナ

リ

・
ワ

カ

ミ

ル

ト

コ

ロ

バ

・
ス

ナ

ハ

チ

ゴ

ソ

・
シ

ツ

ナ

リ

・
コ
ノ

ユ

ヘ

ニ
・
ホ

ン

ソ

ソ

ヘ
ン

ホ

ウ

カ

イ

ノ

．

シ

ン

ナ

ル

カ

ユ

ヘ

ニ
・
ワ

ソ

ゾ

ノ

ナ

カ

ニ
・
ア

テ

・
ス

ナ

ハ

チ

ホ

ソ

ソ

ン

ヲ

・
モ

テ

・
タ

イ

ト

ス

・

　

斯

く

の

如

き

も

の

で

そ

の

施

法

は

た

ゞ
常

識

に

止

ま

る

の

み

で

あ

る

。

こ

れ

を

親

鸞

上

人

御

自

筆

の

唯

信

鈔

文

意

(
一
身

田

專
修

寺

藏

寛

喜

二
年
書

)

の

分

別

書

法

と

比

較

す

る

爲

に

一
例

を

擧

げ

る

と

不

得

生

ト

・
イ

フ

ハ

・
ム

マ

ル

・
コ
ト

ヲ

・
エ
ス

ト

イ

フ

ナ

リ

・
三

信

カ

チ

ヌ

ル

・
ユ

ヘ

ニ

・
ス

ナ

ワ

チ

・報

土

ニ

ム

マ

レ

ヌ

ト

ナ

リ

・
雜

行

雜

修

シ

テ

・
定

機

散

機

ノ

人

・
他

力

ノ

・
信

心

・
カ

ケ

タ

ル

．
ユ

ヘ

ニ
・

多

生

曠

劫

ヲ

ヘ

テ

・他

力

ノ

一
心

ヲ

・
エ
テ

ノ

チ

ニ

・

ム

マ

ル

ヘ
キ

ユ

ヘ

ニ
・
ス

ナ

ワ

チ

・
ム

マ

ソ

ヌ

ト

イ

フ

ナ

リ

・
モ

シ

胎

生

邊

地

二
・

ム

マ

レ

テ

モ

五

百

歳

ヲ

へ
・
ア

ル

イ

ハ

・
億

千

萬

衆

ノ

申

二

・
ト

キ

ニ
・
マ

ソ

ニ
・

一
人

眞

ノ

報

土

ニ

ハ
・
ス

丶

ム

ト

・
ミ

エ
タ

リ

・
一二
信

ヲ

・
エ

ム

コ
ト

ヲ

・
ヨ

ク

丶

丶

コ

、

ロ

エ

・
ネ

カ

フ

ヘ

キ

ナ

リ

・

と

な

つ

て

ゐ

る

。

前

者

佛

典

の

書

法

と

を

比

較

し

て

見

る

と

可

成



り

似

て

ゐ

る
。

然

し
釋

迦

如

來

念

誦

之

次

第

で

は

　

ス
ナ

ハ
チ

・
コ

レ

コ
ケ

ナ

リ

・
・
:

　

　
中
略

　

ス
ナ

ハ
チ

ホ

ソ

ソ

ン
ヲ

モ
テ

と

あ

つ
て
分

別

點

の
施

し

方

が
放

漫

で

あ

る
。

唯

心

鈔

文
意

に

　

智

惠

光

ヲ

・
ハ
ナ

タ

シ

メ
タ

マ
フ

・
ユ

ヘ

ニ
・
・
:
・

と

あ

る
。

タ

マ

フ

の
活

用

形

は
終

止

及
連

體

の
形

が

同

じ

で

あ

る

か

ら
文

章

の
前
後

の
關

係

に

よ

つ
て
終

止

し

て

ゐ

る

か

否

か

を
判

斷

し
な

け
れ

ば

な

ら

ぬ

が

こ

の
場

合

「
タ

マ
フ
」

は

「
ユ

ヘ

ニ
」

へ
か

ゝ

る
形

容

詞

的

修

飾

語

と
見

ら

れ

る

の
が
普

通

で
あ

る
か

ら

こ

の
場

合

は
絡

止

と

せ

す

從

つ
て

タ

マ
フ

の
下

に

分
別

點

は

不
必

要

と

思

は
れ

る

の
で

あ

る
。

か

ゝ
る

切

れ
方

は
此

の
佛

典

に
も

見

ら
れ

る
。

例

へ
ば

　

コ
ノ

シ

ン

コ

ン

・
カ

チ

ニ

・
ヨ
ル

カ

・

ユ
エ

ニ

・
ス
ナ

ハ
チ

・

　

サ

ソ

コ
ウ

・
シ

ヤ
ウ

・
シ
ヤ
ウ

・
ナ

ル

コ
ト

ヲ

・
エ
テ

・
ナ

イ
ク

ヱ

・

　

シ
ヤ
ウ

・
ク

ヱ

ツ
・
ナ

リ

と

あ

つ
て
分

別

點

で

切

れ

て

ゐ

る
。

こ
れ

ら

は

放

漫

な

例

で

あ

る

。

然

し

こ
れ
等

佛

典

を
通

覽

し

て
考

へ
ら
れ

る
事

は
助

詞

は
他

の
品
詞
に
附
屬
し
て

一
團
と
な
つ
て
ゐ
る

こ
と
を
施
點
法
が
教

へ

て
ゐ
る
。
但
し
　
ナ
カ
ラ
、
マ
丶
　

ツ

丶
　

ヨ
リ
　
等
の
助
詞
は

そ
の
例
に
漏
れ
る
の
で
例

へ
ば

　
名
號
ヲ
信
樂
ス
レ
バ
・
煩
惱

ヲ

・
其
足

シ
・
ナ
カ
ラ

・
旡
上
大

　
涅
槃

ニ
・
イ
タ
ル
ナ
リ

(唯
心
鈔
文
意
)

と
な
つ
て
ゐ
る
。

　
ヲ
專
用

　
假
名
遣
で
は
阿
行
の
オ
が
な
く
和
行
の
ヲ
を
專
用
し
て
ゐ
る
。

仁
治
二
年
書
寫
の
藤
原
歡
長
著
古
今
集
註
も
殆
ど
和
行
ヲ
專
用
と

云
つ
て
よ
い
。
(國
語
國
文
の
研
究
　
吉
澤
博
士
著

一
一
二
頁
)
そ
れ
に

よ
る
と
こ
の
佛
典
は
鎌
倉
初
期

の
書
寫
を
溯
る
事
は
な
い
ど
思
は

れ
る
。

　
用
の
活
用

　
用
の
活
用
を
檢
べ
て
見
る
と
可
成
り
こ
の
佛
典
の
書
寫
年
代
が

は
つ
き
り
し
て
來
る
。
　
(片
假
名
の
所
も
便
宜
上
適
當
と
思
は
れ
る
漢

字
を
當
嵌
め
る
)

　
百
八
遍
若
シ
バ
ニ
十

一
遍
ヲ
モ
チ
イ
ル

ヘ
シ

(ア
行
上

一
段
)



　

小

三

股

ノ

印

ヲ

モ
チ

イ

ル

(
ア
行
上

一
段
)

　

次

ニ
三
昧
耶
會
ノ
バ
ク
ヤ
ウ

(不
明
)
ノ
印
明
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
ヘ
シ

　
　

(ワ
行
上
}
段
)

　

等
シ
ク
此

レ
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
。
(
ワ
行
上
一
段
)

　

片
假
名
交
り
文
の
假
名
遣
の
混
同
は
院
政
末
期
よ
り
鎌
倉

へ
掛

け
て
は
少
し
も
珍
し
い
事
で
は
な
い
が
活
用
が
、

一
段
に
統

一
さ

れ
て
ゐ
る
事
は
書
寫
年
代
が
鎌
倉
の
初
期
よ
り
下
る
事
は
な
い
と

云
ふ
證
據
に
な
る
で
あ
ら
う
。
國
語
國
文
の
研
究

(九

一
頁
)
に
よ

る
と
法
然
上
人
和
語
燈
録
中
の
諸
文
章
は
二
段
が
盛
に
用
ひ
ら
れ

て
ゐ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
上
人
の
歿
年
建
暦
二
年
以
前
の
書
寫
で

あ
る
こ
と
は

云

へ
る
と
思
ふ
。

が

一
方
ヲ
字
專
用
で

あ
る
所
か

ら
見
れ
ば
建
暦
を
溯
る
事
は
遠
く
は
な
い
時
代
の
書
寫
と
思
は
れ

る
。
大
體
と

の
時
代
の
も
の
と
推
定
し
て
促
音
標
記
法
を
記
載
す

る
と

一
暦
こ
の
時
代
の
假
名
遣
の
特
色
が
現
れ
て
來
る
。
甲
、
乙
、

丙
、
丁
、
の
分
類

は
國
語
國
文
の
研
究
所
載

「
教
行
信
證
の
訓
點

は
坂
東
語
か
」
の
論
攷
促
昔
標
記
法
の
類
例

一
、
二
、
三
、四
、
五
、
に

画對
應
さ
せ
た
名
稱
で
あ
る
か
ら
そ
の
類
例
を
參
照
せ
ら
れ
度
い
。

甲

ラ
行
四
段

或
は
ラ
行
變
格

　
　
金
剛
拳

ニ
ツ
ク
テ

　
　
堂
内

二
入
リ
ヲ

ハ
テ

　
　
臂
等

ニ
ヌ
テ

　
　
聖
衆
皆
キ
タ
テ

　
　
下
金
剛
輪
際

二
不
タ
テ

　
　

五
箇
ノ
禮
ヲ
ト
テ

　
　
惡
人
ア
テ

　
　

ハ
行
四
段

　
　
五
所
ト
イ
ハ

　
　
慈
心
ヲ
モ
テ
相
ム
カ
テ

字
音
例

　
　
イ
サイ
　
　
　
カ
チゥ

　
　

一
切
　
　
甲
胄

乙
　
ナ
シ

丙　
　
漫
荼
羅
會
廻
聖
衆

ニ
ム
カ
ツ
テ

　
　
心
ノ
大
小

ニ
シ
タ
カ
ッ
テ



　

持

誦

ス

ル

ニ
シ

タ

カ

ツ

テ

字

音

例

　

ボ
ツ
カ
イ
　
　カ
ツ
シ
ヤ
ウ
　
ボ
ツ
シ
ン
　
　セ
ツ
ホ
フ
　
　
ハツ
キ
ヨ　
　ク
ツ
　
　
　
　
　
ネ
ッ

　

法

界

合

掌

法

身

説

法

撥

去

屈

シ

テ
　
捻

ス
ル

ナ

　

　
リ

丁　

成

佛
|別
《
ヘ
チ
》ナ
キ

カ

故

二

戌　

瞭

々
分

明

ナ
リ

ト
ヲ

モ

フ

テ

　

　

　

唯
心

鈔

文

意

甲

要

ハ
モ

ハ
ラ

ト

イ

フ

乙

　

ナ

シ

丙

　
ナ

シ

丁

字

音
例

　

　
|佛

浬

槃

相
論
《

フ
チ

ネ
チ
ハ
ン

サ
ウ
セ
チ
》

成

　
シ
タ

カ

フ
テ

　
尊

ハ
タ

フ

ト

ク

　

　

奪

號

眞

像

銘

文

　

(
一
身

田

專
修

寺

藏

正
嘉

二
年

書

)

甲

北

ニ
ム

カ

テ

　
　
身
ヲ
ク
タ
キ
モ
テ
恩
徳
ヲ
ム
ク
ウ

ヘ
シ
ト
也

乙
　
ナ
シ

丙
　
ナ
シ

丁
　
字
音
例
　
|決
定
《

ク
ヱチ
シヤウ
》
　
|論
日
《

ロンワチ
》　|眞
實
《

シ
ンシチ
》

戍

北

ニ
ム
カ
フ
テ

善
知
識
ノ
ス
丶
メ
ニ
ア
フ
テ

　
　
血豕
生
ノ
根
性

ユ
シ
・タ
カ
フ
テ

以
上
の
三
佛
曲
ハの
促
音
極
記
法
を
比
較

し
て
見
る
と
、
甲
の
例
は

釋
迦
如
來
念
誦
之
次
第
に
よ
る
と
ラ
行
四
段
或
は
ラ
行
變
格
活
用

の
活
用
語
尾
の
り
が
促
音
に
な
つ
て
ゐ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
。

こ
の
現
象
は
既
に
大
矢
透
博
士
の
假
名
遣
及
假
名
字
體
浩
革
資
料

に
よ
れ
ば
　
長
保
四
年
點
法
華
義
疏
に
　

因
を
ヨ
テ
　
治
安
四
年

點
　
石
山
寺
藏
大
般
浬
槃
經
に
　
止
を

ト
・
マ
ン
テ
　

と
訓
ま
れ

て
ゐ
る
が
、
平
安
朝
中
期
よ
り
院
政
鎌
倉
期
に
入
る
と
共
に
こ
の

表
記
は
多
く
あ
ら
は
れ
、
抄
物
に
な
れ
ば
ツ
を
以
て
さ
れ
る
標
記

法
に
移
つ
て
居

つ
た
事
は
文
獻
の
證
す
る
所
で
あ
る
。

こ
の
甲
の

標
記
法
を
取
る

一
方
又
促
音
標
記
法
に
ツ
を
用
ひ
て
ゐ
る
箇
所
も

あ
る
。
そ
れ
は
字
音
の
入
聲
の
場
合
に
の
み
限
ら
れ
て
ゐ
る
所
を



見
る
と
國
語
假
名
遣
の
標
記
に
ツ
を
用
ひ
ん
と
す
る
過
渡
期
に
於

け
る
使
用
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
國
語
假
名
遣
で
今
日
ツ
を
用
ひ
る

べ
き
所
と
思
は
れ
る

ハ
行
四
段
に
テ
が
承
接
さ
れ
て
活
用
語
尾
が

促
音
化
す
る
場
合
は
、
そ
の
標
記
は
省
略
さ
れ
る
か
又
は

「
フ
」

の
假
名
が
用
ひ
ら
れ

「
ツ
」
が
用
ひ
ら
れ
る
の
け
僅
か
こ
の
佛
典

で
は
|隨
《

シタカ
ツテ
》
　
|思
《
ヲ

モツテ
》と
二
例
を
見
出
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
現
象

は
院
政
末
期
か
ら
の
慣
用
で
あ
ら
う
。
「
フ
」
は
促
音
標
記
の

一
方

法
で
あ

つ
て
ウ
音
便
で
な
い
こ
と
、
謄即
ち
ウ
の
書
[誤
り
で
な
い
と

云
ふ
事
を
筆
者
は
考

へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
は
稿
を
改

め
て
書
く
機
會
が
あ
る
事
と
思
ふ
。
唯
心
抄
文
意
に
　

シ
タ
カ
フ

テ
　
尊

ハ
タ
フ
ト
ク
、
北

ニ
ム
カ
フ
テ
、
衆
生
ノ
根
性

ニ
シ
タ
カ

フ
テ
、
善
知
識
ノ
ス
丶
メ
ニ
ア
フ
テ
　
と
あ
る

「
フ
」

は
促
音
標

記
の

一
種
と
考

へ
度
い
。
こ
の
佛
典
で
は

「
ウ
」
を
以
て
標
記
さ

れ
た
場
合
が

一
箇
所
も
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
字
音
假
名
遣

　
契
冲
の
和
字
正
濫
抄
の
序
を
擧
げ
る
ま
で
も
な
く

「陀
羅
尼
を

誦
す
る
者
阿
闍
梨
の
傳
授
を
經
す
し
て
恣
に
誦
す
れ
ば
聲
字
を
誤

り
章

句

を

誤

り

て
效

驗

な
く

し
て
却

つ
て
罪

を

得

る

事

あ

り
。

さ

る

に

よ
り

て

越
法

と

て
佛

大

き

に
誡

め
給

へ
り
」

と

云

つ
て

ゐ

る

様

に
密

敏

に
於

て

は
經
典

を
誦

す

る

に
際

し

て
極

め

て

そ

の
發

音

に

注
意

し

た

の
で

あ

つ
て

そ

の
標

記
法

は
充

分

に
注

意

さ
れ

た

の

に
相

違

な

い

の

で
あ

る

が
、

こ

の
佛

曲
ハを

檢

べ

る

と
期

待

を

裏

切

る
も

の

が
多

汝
あ

つ
た

。

字

音
假

名

遣

の
混
亂

の
例

を

擧

げ

る

と

　

ス

イ

(水
)　

エ

ン
(
遠
)
　

キ

ヤ
ウ

、
　
コ
ウ

(業
)　

コ
ウ

(
甲
)
　

カ

　

ウ

(鉤
)
　

シ
ウ

(
集
)
　

セ
ウ

(勝
、
證
)
　

シ

ヨ
ウ

(清
、
燒
、
攝
)

　

ニ
ウ

(入
)　

ホ
ウ

(
法
、
寶
)
　

エ
ウ

(葉
)　

リ
ウ

(
立
)　

ソ
ウ

(龍
)

　

そ

の
他

m
、

n
音

の
混

同

も

一
二
に

止
ま

ら

な

い
。

例

へ
ば
金

嚴

三
等

の
音

が

m
、

n
の

二
樣

に
書

か

れ

て

ゐ

る
。

尤

も

片

假
名

の

ン

ム
は
字

體

が
夫

々

レ
ム

で
あ

る

爲

に
寫

し
誤

り

易

い
と

云

ふ

事

も

あ

ら

う

が

m
、

n
昔

の
混

同

は
そ

の
源

は
平

安

朝

初

期

に

も

溯

れ

る

の

で

あ

る
か

ら
書

寫

の
誤

り

で

あ

る

と
斟

酌

す

る
必

要

は

な

か

ら

う
と

思

ふ
。

唯

心

鈔

丈

意

奪

號
眞

像

銘

文

に
就

い
て
見

る

と

m
、

n
二
樣

に
書

い

て

あ

る

の

は

一
つ
も

な

い
が

n
で

あ

る

べ

き

も

の
に

ｍ
、

又

ｍ
で

あ

る

べ
き

も

の
に

n
に
混

同

し

た
も

の



が
數
箇
所
見
當
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
上
人
の
御
放
漫

の
然
ら
し
め

た
所
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
の
字
音
假
名
遣
の
誤
り
を
前
二
者
よ
り

抄
出
し
て
見
る
と
、
唯
心
鈔
文
意
で
は

　

ユ
イ
(唯
)　

ル
イ
(類
)　

エ
ン
(遠
)　
オ
ン
(遠
)　

ホ
ウ
(寶
)

　
メ
ウ
(明
)

と
誤

つ
て
居
り

算
號
眞
像
銘
文
で
は

　

エ
(穢
)
　
キ
ヨ
ウ
(行
)
　
ホ
ウ
(寶
、
報
)
　
リ
ウ
(立
)
　
ソ
ウ
(獵
)

と
な

つ
て
ゐ
る
。
斯
く
見

る
と
嚴
密
な
る
べ
き
眞
言
宗
の
字
晋
假

名
遣
が
眞
宗
の
そ
れ
に
比
し
て
二甚
だ
杜
撰
で
あ
る
事
は
奇
と
す
べ

き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
釋
迦
如
來
念
誦
次
第
に
拗
音
が
未
だ
可

成
り
正
確
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
次
の
例
で
窺
ひ
得
ら
れ
よ

う
o

　

マ
ヰ
ヤ
ウ
(磨
瑩
)　
ア
ク
ク
ヰ
(悪
鬼
)　
ク
ヰ
ヤ
ク
ト
ク
(獲
得
)

　
ク
ヰ
セ
ン
(貴
賤
)

と
あ
り
　
唯
心
鈔
文
意
に
も

　
フ
ク
ヰ
(富
貴
)

奪
號
眞
像
銘
文
に

　

ク
ヱ
(化
)
　
ク
ヰ
ミ
ャ
ウ
(歸
命
)　
ク
ヰ
ヤ
ク
(獲
)
　
ク
ヰ
(魏
)

　
チ
ヰ
ヤ
ウ
(智
榮
)
　
ゴ
ク
ヰ
ヤ
ク
(五
逆
)　
ク
ヱ
ン
(源
)
　
ク
ワ

　

シ
ヤ
ウ
(和
徇
)

と
あ
る
。

こ
れ
等
三
佛
典
の
字
音
假
名
遣
は
大
小
同
異
で
正
誤
相

半
ば
し
、
稍
、
時
代
を
等
し
く
し
た
書
寫
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ

る
。
次
に
國
語
假
名
遣
で
圭
と
し
て
轉

呼
及
び
音
便
の
例
を
抄
出

し
て
三
佛
典
の
比
較
を
し
よ
う
と
思
ふ
。

釋
迦
如
來
念
誦
之
次
第

　
ア
行

ハ
行
の
混
用

(
い
)
助
詞
の
場
合

卜　

(片
假
名
は
適
當
な
漢
字
に
改
め
た
)

　
格
助
詞
　
　
堂
内
工
入
り
絡
テ

　
係
助
詞
　
　
言
葉
ワ
帥
チ
眞
言
ナ
リ

　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
場
合
係
助
詞

は
す
べ
て
「
ハ
」
で
あ
る

(ろ
)動
詞
の
場
合

　

ハ
行
四
段
　
　
内
外
ノ
不
淨
ヲ
洗
イ
除
ク

　

ハ
行
下
二
段
　
二
大
指
下
相
支
エ
ヨ

(そ
の
他
二
例
あ
り
)



　

同

地

二
向
エ
テ
此
ヲ
觸

レ
テ

(そ
の
他
二
例
あ
り
)

　

同

外

二
交
－『
テ

　

(そ
の
他
一、一例
あ
り
)

　

同

變

エ
テ
腰

二
當
テ
丶

(
は
)そ
の
他
接
頭
語

　
語
中
の
も
の

　
　
二
大
指
下
ア
イ
支

エ
ヨ　

ユ
ヘ
ニ

音
便
現
象

攀
音
便

　
バ
行
四
段
　
　
心
ヲ
運

ン
デ

　
　
　
　
　

　

印
ヲ
結
ン
デ

　

マ
行
四
段
　
　
花
ヲ
挿

ソ
デ

促
音
便

　

ハ
行
四
段
　
　
持
誦
ス
ル
ニ
隨
ツ
テ

　
　
　
　
　

　

心
ノ
大
小

二
随
ツ
テ

　
　
　
　
　

　

慈
心
ヲ
モ
テ
相
ム
カ
テ

　
　
　
　
　

　

瑜
伽
者
ノ
足
ノ
下

ニ
有
リ
ト
思
ツ
テ

　
　
　
　
　

　

分
明
ナ
リ
ト
思
フ
テ
　
(長
音
便
或
は
ウ
音
便
と
す

　
　
　
　
　

　

る
論
も
あ
る
が
筆
者
は
促
音
便
と
考
へ
て
こ
の
部
類

　
　
　
　
　

　

に
入
れ
る
)

イ
音
便

　
力
行
四
段
　
　
二
頭
指
ヲ
開
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　
諸
佛
ノ
御
前

ニ
於
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　
仰
ゲ
開
イ
テ

唯
心
鈔
文
意

　
ア
行

ハ
行
の
混
用

(
い
)
助
詞
の
場
合
は
な
し

(
ろ
)動
詞
の
場
合

　

ハ
行
四
段
　
　
嫌
ワ
ル

丶
故

二　

保
ツ
ト
イ
フ

ハ
習
イ
學
フ
コ

　
　
　
　
　
　
　
ト
ヲ
失
ワ
ス
散
ラ
サ
ヌ
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
惰
ラ
ワ
ス
　
沾

ハ
萬
ノ
モ
ノ
ヲ
賣
り
買
ウ
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
　
啗
ラ
ウ
心

　

ハ
行
下
二
段
　
齟
ハ
ェ
給

ヘ
ル
ナ
リ
　
繭
忖
ス
ト
イ
フ
ハ
善
ト
カ
エ

　
　
　
　
　
　
　
ナ
ス
ヲ
イ
フ
ナ
リ
　
影
ノ
形

二
添
エ
ル
カ
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
ク
ナ
リ
　
實
…報
土

ニ
ム
マ
ル
ト
教

エ
タ
マ
ヘ
ル

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
コ
カ
ネ

ニ
代

エ
ナ
サ
シ
メ
ム
カ
コ
ト
シ
ト

　
　
　
　
　
　
　
誦

エ
ム
モ
ノ



(
は
)
語
幹

中

の
も

の

　

　

　

　

イ

ツ

ワ

ラ

ス
　

キ

ワ

マ
リ

ナ
キ

ユ

ヘ

ニ
　

ア

ラ

ワ

ル

　

　

　

　

ス
ナ

ワ

チ

　

ユ

ヘ

ニ

音

便

現
象

は
前

記

の
通

り

促

晋

便

以

外

に

は
な

い
。

尊

號

眞
像

銘

文

　

ア
行

ハ
行

の
混

用

(
い

)助

詞

の
場

合

は
な

し

(
ろ

)
動

詞

の
場

合

　

ハ
行

四

段

　
　

自

力

ノ
樣

ヲ

コ

丶
ロ
フ

ヘ
シ
ト

ナ
リ

　

　

　

　

　

　

　
五
逆

ノ
罪

ヲ
嫌

イ
　

信

心

ノ
天

二
蔽

ホ

エ

ル
ナ

　

　

　

　

　

　

　
リ

ト

シ

ル

ヘ
シ
　

コ
ノ
義

ヲ

モ
テ

ノ

ユ

ヘ

ニ
ト

　

　

　

　

　

　

　
イ

エ

ル
御

コ

丶
ロ
ナ
リ

　

ハ
行

下

二
段

　
誦

エ

ム

コ
ト

ヲ

ス

丶
メ
給

フ

ニ

　

　

　

　

　

　

　
十
念

ノ

御
名

ニ
添

エ
テ

　

　

　

　

　

　

香

ウ

ハ

シ
キ
人

ニ
譬

エ

マ
フ

ス
也

　

　

　

　

　

　

　
煩

惱

悪

業

ニ
遮

エ
ラ

レ
サ

ル
也

　

　

　

　

　

　

佛

教

ノ
燈

ヲ

傳

エ
オ

ハ
シ

マ
ス

ト

日
羅

マ
フ

シ

　
　
　
　
　
　
　
ケ
リ

(
は
)語
幹
中

の
も
の

　
　
　
　
障
ワ
ル
コ
ト
無

シ
ト
マ
フ
ス

ハ
　
佛

モ
ト
オ
サ
カ
ラ
ス

　
　
　
　
ア
ラ
ワ
ル
　
ス
ナ
ワ
チ
　
ユ
ヘ
ニ

そ
の
他
ヤ
行
を
ア
行
か
ワ
行
に
誤

つ
た
例
が
あ
る
。

　
　
身
ヲ
倅
キ
テ
モ
恩
徳
ヲ
報
ウ

ヘ
シ
ト
也

音
便
現
象
は
前
記
の
通
り
促
音
便
以
外
に
は
な
い
。

　
以
上
を
通
覽
し
て
轉
呼
音
に
就
い
て
は
こ
の
時
代
に
通
用
さ
れ

た
ア
行

ハ
行
の
混
用
が
三
佛
書
と
も
最
も
多
く
目
立
ち
、
音
便
現

象
を
見
る
と
上
人
の
書
か
れ
た
も
の
に
少
い
事
は
、
文
語
に
よ
り

以
上
力
を
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
と
思
ふ
，
然
し
三
佛
典
と

も
さ
し
た
る
文
體
上
の
相
違
は
認
め
ち
れ
な
い
。
足
利
室
町
時
代

に
見

ら
れ
る
抄
物
の
文
軆
よ
り
は
遙
か
に
文
語
體
の
脈
が
保
た
れ

て
ゐ
る
事
は
云

へ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
は
佛
典
と
し
て
特
殊
な
地
位

に
あ
る
も
の
ゝ
然
ら
し
む
る
所
で
あ
つ
て
、
儒
教
の
如
き
啓
蒙
的

な
講
義

の
抄
録
と
は
不
即
不
離
の
關
係

に
立
ち
な
が
ら
又
別
の
體

を
な
し
て
行

つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
(昭
和
十
三
、九
、
八
、記
)


